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独立行政法人 大学改革支援・学位授与機構

大学機関別認証評価に関するお問い合わせは

評価支援課大学評価係

０４２-３０７-１６４２

独立行政法人

大学改革支援・学位授与機構が実施する

認証評価
Ü大学の質を保証するためにÜ

大学改革支援・学位授与機構は

・教育を中心とした総合評価

・透明性の高い開かれた評価

・大学の個性伸長と自己改革を促す評価

・社会の理解を深める評価

を行うことで大学の質を保証します。

National Institution for Academic Degrees

and Quality Enhancement of Higher Education

http://www.niad.ac.jp/



シラバスはどのよう

に使っていますか？

▲訪問調査での学生面談（イメージ）
訪問調査では、学生からも意見を聴きます。

評価の目的

○ 大学の教育研究活動などの質を保証します。

○ 評価結果を大学にフィードバックすることで、大学が教育研究活動な

どの改善に役立てられるよう支援しています。

◇優れた点を指摘し、教育の質の向上や個性の伸長に寄与しています

指摘事項の例

・高等学校との連携を深めること等を目的とするキャンパス大使として、

在学生を出身高等学校へ派遣している。

・ほとんどの授業でリアクションペーパーを回収して翌週にフィード

バックするなどの対話的方法を実施し、アカデミックアドバイザーに

よる個別指導で履修をサポートするなど、丁寧な指導を行っている。

・卒業生の県内就職率は40％以上であり、大学の目的に掲げる地域の発

展に貢献するため、地域社会へ人材供給を行っている。

◇改善を要する点を指摘し、質の向上に寄与しています。

指摘事項及び大学の対応例

・外国語教育の一層の強化が期待される。

→英語の授業時間数の倍増、TOEFL受験の必修化が図られた。

・シラバスの記述が十分でない科目がある。

→シラバス作成のためのガイドラインを作成して、バラつきを解消

している。

・図書館の開館時間について、延長を希望する学生が多い。

→開館時間を延長した。

◇教育情報等を分かりやすく社会に公表する取組を促しています。

○ 評価結果をウェブサイトなどに公表することで、大学の活動について

の理解と支持が得られるよう支援しています。
平成２９年９月

大学機関別認証評価

大学は、教育研究等の状況について、一定期間ごとに文部科学大臣から

認証を受けた評価機関による評価（認証評価）を受けることが義務づけ

られています。

（学校教育法第１０９条第２項）


